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 要  旨 
 
 本研究では，幼児健康診査の実施場面等で行う父母への育児支援の向上に資する
ことをねらいとし，1 歳 6 か月時と 3 歳 6 か月時の父の親性を明らかにすること，
そしてその父の親性が，母の育児負担感の緩和にどのように関連しているのかを明
らかにすることを目的とした。 
 前記の目的を達成するために，①1 歳 6 か月時における父の親性と母の育児負担
感との関連，また②子どもが生まれてから 3 歳 6 か月時までに父が親になることに
ついてどのような内面（意識）と行動の変化があるのか，さらに③3 歳 6 か月時に
おける父の親性と母の育児負担感との関連を検討することを課題とした。  
まず第 1 の課題を達成するために，調査期間中の 1 歳 6 か月児健康診査を受診す
る児の父母 1,462 件を対象に無記名自記式質問紙調査を実施し，父母の属性（年齢，
職業等），父の親性検討項目 23 項目，母の育児負担尺度項目（8 項目），母の育児サ
ポート認知尺度項目（10 項目）について回答を求めた。回収した調査票 914 件のう




 そして 1 歳 6 か月時の父の親性と母の育児負担感との関連の検討では，まず父の
親性が母のサポート認知を介して母の育児負担感に影響を及ぼす一連のモデルを措




次に第 2 の課題を達成するために，父がどのように父らしくなるのかを，3 歳 6




内容分析の結果，35 の 2 次コード，9 つのサブカテゴリ（「 」），４つのカテゴ





最後に第 3 の課題を達成するために，1 歳 6 か月児健康診査時で 2 年後の 3 歳 6
か月時で調査協力が可能と回答した父母 293 件に 1 歳 6 か月時と同様の無記名自記
式質問紙調査をした。92 件の有効回答分を分析対象とし，父の親性検討項目 23 項
目の確認的因子分析を行った結果，「夫婦の関係性」「父としての自覚」「児への親愛
性」という 3 つの下位概念をもつことを見出し，1 歳 6 か月時と 3 歳 6 か月時では，
父の親性の下位概念が異なっていることが明らかになった。また，3 歳 6 か月時の
父の親性と母の育児負担感の関連についての検討では，1 歳 6 か月時と同様のモデ
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第 1 章 研究背景 
 



















































第 2 章 研究動向 
 






















































































らは 0 歳から 6 歳児をもつ親を対
象に，親性の構成概念を自己への認識（親役割の状態と親役割以外の状態）と子







の関連については明らかではなく，幼児健診対象時期の 1 歳 6 か月時及び 3 歳 6












































































第 3 章 研究目的 
 
児の成長・発達が著しく重要な時期である 1 歳 6 か月及び 3 歳 6 か月時に，健や
かな成長・発達を目指す育児への助言内容に寄与することをねらいとして，1 歳 6





 上記の目的を達成するために，研究Ⅰとして，1 歳 6 か月時の父の親性と母の育
児負担感との関連を明らかにする。次に研究Ⅱとして，父の親性は変化することを
想定し，3 歳 6 か月までに父が親になることについてどのような内面（意識）と行
動の変化があるのかを明らかにする。 






研究Ⅰ 1 歳 6 か月時の父の親性と母の育児負担感との関連 
    研究Ⅰ-1 1 歳 6 か月時の父の親性の検討 
    研究Ⅰ-2 父の親性と母の育児負担感との関連 
研究Ⅱ 3 歳 6 か月までに父が親になることの内面（意識）と行動の変化  
研究Ⅲ 3 歳 6 か月時の父の親性と母の育児負担感との関連 
    研究Ⅲ-1 3 歳 6 か月時の父の親性の検討 




第 1 章  
1 歳 6 か月時における父の親性と母の育児負担感との関連（研究Ⅰ） 
 
第 1 節 研究目的 
1 歳 6 か月児を持つ父の親性（親であること）の因子構造を探索し，その親性因
子と母の育児負担感との関連について明らかにする。  
 
第 2 節 研究Ⅰ-1  1 歳 6 か月時の父の親性の検討 
１）研究方法 
（１）調査対象  
調査期間中（2006 年 8 月～9 月）の K 市 1 歳 6 か月児健康診査対象児（2005
年 1 月～4 月生まれ児）を持つ父母 1,462 件を対象とした。 
 
（２）調査方法  









の親性発達尺度（6 因子 40 項目）と岩田
53）の父親役割への適応におけるストレス測定尺度（5 因子 27 項目）を参考に
23 項目を選定し，「全くそう思わない；0 点」から「非常にそう思う；3 点」の
10 
4 件法とし，得点が高いほど，親性が高いとした。  
 
（４）分析方法 
父の親性検討項目 23 項目について，確認的因子分析を行った。 





































対象となる父母 1,462 件に質問票を配布し，914 件の回答が得られた。その
うち欠損値等のある不適切なデータを除いた 767 件を分析のデータに用いた。
対象者の属性は，表 2 に示した。 
父の年齢は平均 32.5 歳（SD±5.1），母の年齢は平均 31.0 歳（SD±4.4）で
あった。子どもの出生順位は，第 1 子が 51.9％，第 2 子が 36.4％，第 3 子が






（２）1 歳 6 か月時の父の親性因子の抽出 
父の親性検討項目 23 項目で項目間の相関が高すぎたものを削除し，先行研
究及び専門家間でのディスカッションにより父の親性検討項目 23 項目を 16 項
目 4 因子で構成し，「役割遂行への適応感」「役割期待への受容」「人間的成長・
責任感」「児に対する親和性」と仮定して，確認的因子分析を行い検討し，結果
を表 3 及び図 2 に示した。 












父の年齢 10代 1 0.1






母の年齢 10代 3 0.4





































RMSEA=.079 CFI=.86  GFI=.91  AGFI=.88 
＊図の煩雑さを避けるため，誤差変数の表示は省略している。  

















































【児に対する親和性】の 4 つの因子の妥当性が確認できた。この 4 因子は，前






が生まれてから何か思い通りにいかずにイライラする」の 4 項目で構成した。 






















































1 歳 6 か月時における父の親性は，【役割遂行の適応感（4 項目）】【役割期待へ
の受容（4 項目）】【人間的成長・責任感（5 項目）】【児に対する親和性（3 項目）】














父の親性尺度は，研究Ⅰ-1 で明らかにした【役割遂行への適応感（4 項目】【役 
割期待への受容（4 項目）】【人間的成長・責任感（5 項目）】【児に対する親和性
（3 項目）】の 4 因子で，「全くそう思わない；0 点」～「非常にそう思う；3 点」




























対象となる父母 1,462 件に質問票を配布し，914 件の回答が得られた（回収
率 62.5％）。そのうち欠損値等のあるデータを除いた 767 件を分析対象とした。
基本属性は，研究Ⅰ-1 表 2 のとおりである。 
 





＝.053 であり，0.9 以上がデ－タをよく説明していると判断される CFI ，GFI，




RMSEA=.053 CFI=.89  GFI=.88  AGFI=.86 
＊結果として重要な部分を太線で示す。  
＊図の煩雑さを避けるため，誤差変数の表示は省略している。  
図 3 1 歳 6 か月時における父の親性と母の育児負担感との関連（標準化係数）  
 
４）考察 





































第 2 章 
3 歳 6 か月までに父が親になることの内面（意識）と行動の変化（研究Ⅱ） 
 




第 2 節 研究方法 
１）対象者 
K 市の市民で，2008 年 7～8 月に 3 歳児健康診査対象児を持ち，1 歳 6 か月時 
で 2 年後の質問紙調査協力が得られた父母のうち，面接によるインタビュ－への
同意が得られた 11 組のうち，父を対象とした。 
 
２）調査方法 
インタビュ－ガイドを作成し，主聴取者とサブ聴取者の 2 人 1 組で調査対象者 
に聞き取りの内容確認を行いながら“父らしくなったと感じたところ”について
インタビュ－を行い，デ－タ収集を行った。 























第 3 節 研究結果 
１）対象者属性 
対象者の属性を表 4 に示す。調査対象者 11 名，平均年齢 36 歳であった。子ど
もの数は 2 人が 7 名（63.6％），3 人が 4 名（36.4％）。職業は，製造業が最も多
く 4 名（36.4％）であった。 




35 の 2 次コ－ド，9 つのサブカテゴリが抽出でき，4 つのカテゴリ及び 2 つの 
中心的概念が生成された(表５)。それらカテゴリ及び中心的概念の関係性を検討
した上で結果図を作成した（図 4）。文中及び表中の 2 次コ－ドは＜ ＞，サブカ























表 5 内容分析結果 
  

















































































































図 4 父らしくなる折り合いと自覚 
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第 4 節 考察 
本研究の目的は，育児期の父自身の内面(意識)と行動からみて，“父らしく”なっ
たのかを明らかにすることであった。 
































































































【父として自覚する】ことで，子どもが生まれてから 3 歳 6 か月までの育児期
に“父らしくなる”ことが明らかになった。 
  
  3 歳 6 か月時までに父が父らしくなる要因が明らかになったところで，父の親
性が変化することを踏まえ，次章では 3 歳 6 か月時における父の親性と母の育児
負担感との関連について検討を行う。 
31 
第 3 章 
3 歳 6 月時における父の親性と母の育児負担感との関連（研究Ⅲ） 
 
第 1 節 研究目的 
研究 1 の結果を踏まえ，3 歳 6 か月時における父の親性を明らかにし，父の親性が
母の育児サポ－ト認知を介して，育児負担感に影響を及ぼすのかを明らかにする。  
 
第 2 節 研究Ⅲ-1 3 歳 6 か月時の父の親性の検討 
１）研究方法 
（１）調査対象 
調査期間中（2008 年 7～8 月）K 市の 3 歳児健康診査の対象児を持つ父母の 
















考に 23 項目を選定した。 
















対象の父母 293件に調査票配布した後 102件の返送があった（回収率 34.8％）。
欠損値のあるものを除いた有効回答 92 件を分析対象とした（有効回答率
31.4％）。対象者の属性は，表 6 に示した。 
父の年齢は平均 35.4 歳（SD±3.3），母の年齢は平均 33.9 歳（SD±3.6）で
あった。子どもの出生順位は，第 1 子が 46.7％，第 2 子が 43.5％で，子ども
の数は，1 人が 17.4％，2 人が 63.0％，であった。 
父の職業は，製造業が最も多く 32.6％であり，母の仕事従事状況は，専業主







父の年齢 20～25歳 1 1.1





母の年齢 20～25歳 1 1.1































（２）3 歳 6 か月時の父の親性因子抽出 
父の親性検討項目 23 項目を主因子法（Promax 回転）で 5 因子を抽出し，「説
明された分散の合計」及び初期解におけるスクリ－プロットと固有値を見て，
3 因子が想定できた。3 因子の説明率 50.02％。負荷量が低値（0.35 以下）で
あるなど，不適切な 12 項目を除外し，残った 11 項目から 3 因子を抽出した結
果を表 7 に示す。第 1 因子を【夫婦の関係性（5 項目）】，第 2 因子を【父とし
ての自覚（4 項目）】，第 3 因子を【児への親愛性（2 項目）】と命名した。 
 
表 7 3 歳 6 か月時父の親性因子（3 因子 11 項目） 






























第２因子 「父としての自覚」 Cronbach'sα＝0.80 
X19 父親としての責任を感じる 
X 9 子どもが生まれて妻の成長を感じる 
X20 子どものよき父親になりたいと思う 
















第３因子 「児への親愛性」 Cronbach'sα＝0.77   
X 1 私は子どもへの愛情が深いと思う 











X 3 子どもの成長が楽しみである 
X 4 私は子どもの生活リズムに合わせていると思う 
X 5 私は自分を犠牲にしていると思う 










次に 3 因子の妥当性については，内的整合を示す Cronbach のα信頼係数が，
第 1 因子（夫婦の関係性）0.81，第 2 因子（父としての自覚）0.80，第 3 因子
（児への親愛性）0.77 であり，内的整合性に問題がない尺度と判断し，確認的














（１）3 歳 6 か月時における父の親性因子について 
3 歳 6 か月児をもつ父の親性を測る尺度として，【夫婦の関係性】【父の自覚】






























































3 歳 6 か月時における父の親性は，【夫婦の関係性（5 項目）】【父としての自覚




第 3 節 研究Ⅲ-2 3 歳 6 か月時の父の親性と母の育児負担感との関連 
 
１）調査内容 
調査内容は，①対象者の属性（年齢，子どもの数，職業等），②3 歳 6 か月時の








ての自覚（4 項目】【児への親愛性（2 項目）】の 3 因子で，「全くそう思わない；





























対象の父母 293件に調査票配布した後 102件の返送があった（回収率 34.8％）。
欠損値のあるものを除いた有効回答 92 件を分析対象とした（有効回答率
31.4％）。基本属性は，研究Ⅲ-1 表 6 のとおりである。 
 
（２）3 歳 6 か月時の父の親性と母のサポート認知，母の育児負担感との関連  






0.34 で統計学的に有意な水準にあった。1 歳 6 か月時には，父の親性から直接







RMSEA＝.064， CFI＝.89， GFI＝.74 ，AGFI＝.69  
＊結果として重要なパスを太線で示した。 
＊図の煩雑さを避けるため，誤差変数の表示は省略している。  
図 6 3 歳 6 か月時における父の親性と母の育児負担感の関係（標準化係数）  
  
41 
第 4 節 考察 

















い対象であった（表 8）。この理由として，本研究は 1 歳 6 か月児時で，父母を対象
とした 2 年後（3 歳 6 か月児時）の調査承諾が得られた父を対象としたので，育児
への関心が高く，夫婦間のコミュニケ－ションも良好であるからではないかと考え
られる。 
1 歳 6 か月時では，父の親性が高まることにより，直接母の育児負担感は緩和さ
れることと，母が父からの育児サポ－トを認知することも緩和につながることが示
唆された。これに対し，3 歳 6 か月時では，父の親性が高まっただけでは，母の育
児負担感は緩和されず，母が父からの育児サポ－ト認知を介することによって緩和
されることが明らかになった。加えて 3 歳 6 か月の親性因子では，１歳 6 か月時に
はなかった「夫婦の関係性」が見られ，「役割遂行への適応感」や「役割期待への受



















表 8 父の親性，母の育児サポ－ト認知，母の育児負担感の平均  
 
  
  得点範囲 平均 標準偏差 
父 父の親性 0－33 23.6 7.6 
母 
母の育児サポ－ト認知 0－20 11.4 6.9 





ことをねらいとし，1 歳 6 か月時と 3 歳 6 か月時の父の親性を明らかにすること，
そしてその父の親性が，母の育児負担感の緩和にどのように関連しているのかを明
らかにすることを目的とした。 
前記の目的を達成するために，①1 歳 6 か月時における父の親性と母の育児負担
感との関連，また②子どもが生まれてから 3 歳 6 か月時までに父が親になることに
ついてどのような内面（意識）と行動の変化があるのか，さらに③3 歳 6 か月時に
おける父の親性と母の育児負担感との関連を検討することを課題とした。  
まず父の親性については，1 歳 6 か月時は 4 因子 16 項目（「役割遂行への適応感」
「役割期待への受容」「人間的成長・責任感」「児に対する親和性」），3 歳 6 か月時





結果，1 歳 6 か月時は，父の親性が高まることが直接，母の育児負担感の緩和に




（１）1 歳 6 か月時と 3 歳 6 か月時における父の親性 
育児経験の中で，父の内面（意識）と行動に変化があり，父が折り合いをつ
けることや父として自覚することによって父らしくなるため，父の親性が変化
していることが明らかになった。したがって，幼児健診場面等では，1 歳 6 か
44 




1 歳 6 か月時は，父の親性が高まることで直接と，父の親性が高まり，母が
父からの育児サポートを認知することで母の育児負担感は緩和される。 
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